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「坂城町都市公園機能の拡充へのチャレンジSAKAKI」（防災・安全）



坂城町都市公園機能の拡充へのチャレンジSAKAKI

平成26年度　～　平成28年度　（3年間） 坂城町

・びんぐしの里公園（湯さん館）利用者数　（H25 22万人　→　H28　26万人）
・ばら祭り来場者数　（H25 4万人　→　H28　5万人）

（H26当初） （H27末） （H28末）

びんぐしの里公園（湯さん館）利用者数を測定する。

事　後　評　価

平成29年度

坂城町ホームページにて公表

１．交付対象事業の進捗状況

A1　都市防災・公園事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 全体事業費 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30 （百万円） 策定状況

1-A-1 公園 地区 坂城町 直接 3 策定済

1-A-2 公園 地区 坂城町 直接 75 策定済

小計（都市防災・公園事業） 78

Ｃ　効果促進事業

C1　都市防災・公園事業効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 全体事業費

種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30 （百万円）

1-C-1 公園 地区 坂城町 直接 15

小計 15

番号 一体的に実施することにより期待される効果

1-C-1 施設を屋根で覆うことにより、風雨を防ぎ施設本体の長寿命を図りたい。また、文化・交流のイベントの拡充、さらには地域の防災拠点の機能を備えた場として、機能の充実を図りたい。

社会資本総合整備計画　事後評価書 平成30年3月23日

計画の名称

計画の期間 交付対象

計画の目標

　潤いのある快適で安全な町づくりを目指し、「花と緑のまちづくり」をテーマとし、潤いと安らぎを感じる生活環境の創造を図るため、住民のレクリエーションや交流の場となる公園・広場の整備及び緑化事業を進め、花と緑のあふれるまちづくりを推
進しております。
　都市公園は、まちづくりの基幹施設であり、施設の維持更新を図り、文化・交流のイベントが開催でき、また、地域の防災拠点の機能を備えた場として、都市公園の長寿命化を計画し機能を充実させます。

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

22万人 24万人 26万人

ばら祭り来場者数を測定する。 4万人 4.5万人 5万人

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
93百万円 Ａ 78百万円 Ｂ － Ｃ 15百万円

効果促進事業費の割合
16.1%

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

交付対象事業

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容 市町村名 備考

坂城町 公園施設長寿命化計画策定調査 計画策定調査　1式 坂城町

坂城町 公園施設長寿命化対策支援事業
野外音楽堂1棟､便益施設2棟、修景施設1
式、機関車1輛､遊具1式

坂城町

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容 市町村名 備考

坂城町 公園施設長寿命化対策支援事業 野外音楽堂1棟 坂城町

事後評価の実施時期

公表の方法

事後評価の実施体制

○事後評価の実施体制、実施時期

　坂城町建設課内において、数値目標の達成状況や事業効果の発現状況を検証。

備考



※交付対象事業については、できるだけ個別路線ごとに記載すること。

２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

Ⅰ定量的指標に関連する ・老朽化した施設の更新を行ったことで、利用者の安全性・利便性が向上し、利用者数が増加し、イベントも開催できる施設となった。

　　　交付対象事業の効果の発現状況 ・公園施設長寿命化整備計画を策定したことで、重点的・効率的な施設の維持管理・更新が可能となった。

最終目標値 目標値
Ⅱ定量的指標の達成状況 と実績値

に差が出た

最終実績値 要因

最終目標値 目標値

と実績値
に差が出た

最終実績値 要因

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況

（必要に応じて記述）

３．特記事項（今後の方針等）

・公園施設長寿命化整備計画に基づき、引き続き公園施設の定期点検を実施しながら、重点的・効率的な施設の維持管理・更新を実施することで、適切な公園施設の維持管理に努めるとともに利用者の安全性・利便性の向上を図っていく。

指標①びんぐしの
里公園（湯さん
館）利用者数

26万人/年  びんぐし湯さん館の入館者数は、平成28年度で、263,912人を測定している。びんぐしの里公園とも一体的なご利用をいただいている。平
成27年1月に公園施設長寿命化計画を策定し、以降、施設更新工事を行い、安全で快適な施設となり、施設の利用性が向上し、各種イベン
トにも対応が可能となり、今後益々利用者数が増加していくものと考えます。

26.4万人/年

指標②ばら祭り来
場者数

5万人  平成27年1月に公園施設長寿命化計画を策定し、以降、施設更新工事を行ってきた。春咲きのばら祭りは、毎年、5月下旬から6月中旬まで
開催し、320種類、2,300株のﾊﾞﾗが咲き誇り、町内外から多くの方にご来場をいただいている。平成29年の5月27日から6月11日までの16日
間では、4.1万人の来場者数であり、春咲きのばら祭りの期間では目標の達成には至らなかった。しかし、更新工事を行い施設が整備され
たことによって、秋咲きのバラの観賞が可能となり、春咲きと秋咲きの期間中を合わせると5.1万人の来場者数となったことから（整備前
のH26では春咲きのばら祭りで4万人）、内容的には目標値はほぼ達成できたものと考えられる。5.1万人



都市公園

計画の名称 坂城町都市公園機能の拡充へのチャレンジSAKAKI

計画の期間 平成26年度　～　平成28年度　（3年間） 坂城町交付対象

1-A-1 公園施設長寿命化計画策定調査 7箇所 

1-A-2 公園施設長寿命化対策支援事業 
びんぐしの里公園(16.8ha) 

1-C-1 公園施設長寿命化対策支援事業 
びんぐしの里公園(16.8ha) 

吉野健康広場(0.6ha) 

1-A-2 公園施設長寿命化対策支援事業 
さかき千曲川バラ公園(2.1ha) 

1-A-2 公園施設長寿命化対策支援事業    

      わんぱく広場(0.1ha) 
      ふれあいパーク(0.2ha) 
      シンフォニックヤード(0.1ha) 

こんぴらミニパーク(0.2ha) 
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